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自
昭
和
36
年
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至
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和
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年
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月

福

田

教

授

福

田

教

授

福

田

教

授

福

田

教

授

中

村

教

授

中
村
教
授

中

村

教

授

中

村

教

授

春

日

助

教

授

春

日

助

教

授

春

日

助

教

授

今

井

助

教

授

今

井

助

教

授

重

松

助

教

授

行

事

そ

の

他

一
、
昭
和

35
年
度
卒
業

論
文

発
表
会
並
び

に
予
筏
会

(昭
和
36
年
3
月
2
日
）

(学

部
)

讃
岐
典
侍
日
記
の
研
究

夏
目
漱
石
論

浜
松
中
納
言
物
語
作
晶
考

方
丈
記
論

教
訓
論
に
お
け
る
西
鶴

近
松
道
行
考

万
葉
集
挽
歌
考

か
げ
ろ
ふ
日
記
論

徳
田
秋
声
論

方
丈
記
の
語
法
序
説

火
野
輩
平
論

万
葉
集
巻
五
の
研
究

近
代
作
家
論

「芥
川
竜
之
介
」

所
謂
国
風
暗
黒
時
代
に
お
け
る
漢
詩
と
和
歌
の
消
長

和
泉
式
部
論

(大
学
院
)

今
普
物
語
集
天
竺
部
の
研
究

古
事
記
に
お
け
る
用
字
法
の
研
究

右
終
了
後
、
市
内
大
濠
、
那
の
津
荘
に
て
予
饒
会
。
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一
、
昭
和
36
年
度

九
大
国
文
学
会
総
会
並
び

に
研
究
発
表
会

(
昭
和
36
年
5
月
21
日
)

占
事
記
に
お
け
る
会
議
引
用
i
□
之

・
□
者

の
用
字

に
つ
い
て
　

元
禄
初
期

の
其
角

近
世
初
期
儒
学
者
の

テ

ニ
ヲ

ハ
観

に
つ
い
て

漕路
伴

「
運
へ叩
」
に

つ
い
て

い
わ
ゆ
る
和
歌
仏
道

一
如
観

・

「
吉
氏
私
教
類
聚
」
考

了
悟
光
源
氏
物
語
本

ノ
事

.

右
終
了
後
、
那

の
津
荘

に
て
懇
親
会
。

原

口

裕

石

川

八

朗

佐

田

智

明

瀬

里

広

明

井

出

恒

雄

目
加
田

さ
く
を

今

井

源

衛

交
学

(岩
波
井
店
)

二
月
号
、

三
月
号
、
四
月
号

、
五
月
号

、六
月
号

、
七
月
号

国
交
学
解
釈
と
鑑
賞

(至
文
堂

)
二
月
号
、
臨

時
増
刊
号

(
三
〇
三
号

)
、
三

月
号

、
四
月
号
、
五
月
号

、
六
月
号
臨
時
増
刊

(
三
〇
八
号
)
、
七
月
号

国
語
研
究

(
国
学
院

大
学
爵
語
研
究
会
)
十

一
号

日
本
交
学

(東
京
女
子
大
学
日
本
文

学
研
究
会

)
十

五
号

紀
要

(
共
立
友
子
大
学
短
期
大
学
部
)
第

四
号

文
芸
と
思
想

(福
岡
女
子
大
学
交
学
部
)

二
十
号

学
苑

(
昭
和
女
子
大
学
光
葉

会
)

一
月
号
、

二
月
号
、
三
月
号
、
四
月
号

、
六

月
号
国
文

(
お
茶

の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会

)
十
四
号

国
交

学
解
釈
と
教
材
の
研
究

(
学
燈
社
)

二
月
号

、
三
月
号
、
四
月
号
、

五
月

号
、
六
月
号
、
七
月
号

国
語
と
国
文
学

(
東
京
大
学
国

語
国
文
学
会
)

二
月
号

、
三
月
号
、
四
月
号
、

五
月
号
、
六
月
号
、
七
月
号

国
語
国
文

(京
都
大
学
国
文
学

会
)

一
月
号
、

二
月
号

、
三
月
号
、
四
月
号
、

五
月
号
、
六
月
号

国
学
院
雑
誌

(
国
学
院
大
学
)
昭
和

三
十
五
年
十

二
月
号
、
昭
和
三
十
六
年

一

月
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、

二
、
三
月
号
、
四
月
号

白
路

(白

路
社

)

一
月
号
、

二
月
号

、
三
月
号
、
四
月
号
、
五
月
号

、
六
月
号

万
葉

(
万
葉
学
会
)
三
十
八
号

、
三
十
九
号

大
谷
学
報

(大
谷
大
学
大
谷
学
会

)
四
十

の
三

佐
賀
龍

谷
学
会
紀
要

(佐
賀
龍
谷
短
期
大
学
)
八
号

立
命
館
文
学

(立
命
館
大
学
人
文
学
会

)
昭
和
三
十
五
年

十
二
月
号
、
昭
和
三

十
六
年

一
、

二
、
三
、
四
、
五
月
号

説
林

(愛
知
県
立
女
子
大
学

)
七

人
文
社
会
国
語
国
交
学
篇
　

(
弘
前

大
学
人
文
社
会
学
会
)

二
十

二
号

ア
メ
リ

カ
ー
ナ

(米
国
大
使
館
文
化

交
換
局
)
七

の

一
、
三
、
四
、
五
、
六

八
雲

(
八
雲
短
歌
会
)
昭
和
三
十
六
年

二
月
号
、
五
月
号

論
究
日
本
文
学

(
立
命
館

大
学

日
本
文
学
会
)
十
三
号

、
十
四
号

大
分
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学
学
芸
学
部
研
究
紀
要
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然
科
学
)

(
大
分

大
学
学
芸
学
部
)
十
号

大
分
大
学
学
芸
学
部
研
究
紀
要

(人
文
社
会
科
学
)

(
大
分
大
学
学
芸
学
部
)

十
号
女
子
大
国
文

(京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
)

二
十
号
、
二
卜

一
号

女
子
大
文
学

(
大
阪
女
子
大
学

)
十
二
号

受

贈

雑

誌

自
昭
和
三
{
六
年

二
月
、

至
昭
和
三
十
六
年

七
月
」



実
践
文
学

(実
践
文
学
会
)
十
二
号

中
世
文
芸

(広
島
中
世
文
学
研
究
会
)
二
十

一号

資
料
目
録

(同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)
七
の
四
、
八
の
一

肇
国

(
肇
国
神
砥
連
盟
)
一
月
号
、
二
月
号
、
三
月
号
、
四
月
号
、
五
月
号
、

六
月
号

王
朝
文
学

(東
洋
大
学
王
朝
文
学
研
究
会
)
五
号

日
本
文
学
誌
要

(法
政
大
学
国
文
学
会
)
復
刊

一
号
、
二
号
、
五
号
、
六
号

未
定
稿

(未
定
稿
の
会
)
八
号

国
語
学

(国
語
学
会
)
四
十
三
、
四
十
四
、
四
十
五

近
世
文
芸
稿

(広
島
近
世
文
芸
研
究
会
)

岐
阜
大
学
研
究
報
告
　
人
文
科
学
　

(岐
阜
大
学
学
芸
学
部
)
九
号

学
大
国
文

(大
阪
学
芸
大
学
国
語
国
交
学
研
究
室
)
四
号

文
化

(東
北
大
学
文
学
部
)
二
十
四
の
四

二
十
五
の
一

山
口
大
学
文
学
会
誌

(山
口
大
学
交
学
会
)
十
一
の
二

金
沢
大
学
法
交
学
部
論
集
交
学
篇

(金
沢
大
学
)
八

国
文
学
研
究

(甲
稲
田
大
学
国
文
学
会
)
二
十
三
集

季
刊
文
学
語
学

(全
扇
大
学
国
語
国
交
学
会
)
卦
九
号

文
芸
と
思
想

(福
岡
女
子
大
学
文
学
部
)
二
十
一
号

愛
媛
国
文
研
究

(愛
媛
国
語
国
文
学
会
)
九
号
、
十
号

滋
賀
大
学
国
語
国
文
学

(滋
賀
大
学
国
語
国
文
学
会
)
六
号

中
央
大
学
国
文

(中
央
大
学
国
文
学
会
)
四
号

尖
塔

(ク
ラ
ブ
尖
塔
)
三
十
九
号

文
学
論
藻

(東
洋
大
学
国
語
国
文
学
会
)
十
九
号
、
二
十
号

美
　
君
志

(美
夫
君
志
会
)
三
号

成
城
文
芸

(成
城
大
学
交
芸
学
部
研
究
室
)
二
十
五
号

紀
要

(愛
知
県
立
女
子
大
学
短
期
大
学
部
)
十
一

国
文
学

(関
西
大
学
国
交
学
会
)
三
十
号

国
語
国
文
学
報

(愛
知
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会
)
十
三

文
芸
研
究

(日
本
文
芸
研
究
会
)
三
十
七

名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学

(名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
会
)
八

日
本
文
学

(東
京
女
子
大
学
日
本
交
学
研
究
会
)
十
六
号

上
代
文
学
研
究
会
会
報

(東
洋
大
学
国
語
国
文
学
会
上
代
文
学
研
究
会
)
八
号

国
語
教
育

(初
音
書
房
)
七
号

甲
南
国
文

(甲
南
女
子
短
期
大
学
国
語
国
文
学
会
)
八
号

音
声
学
会
会
報

(全
日
本
音
声
学
者
綜
合
学
会
)
一
〇
六
号

日
本
学
士
院
紀
要

(日
本
学
士
院
)
十
七
の
て

二
、
三
、
十
八
の
一

日
本
文
学

(未
来
社
)
九
の
九
、
十
一
、
十
二
、
十
の
一
、
二
、
三

国
語
国
文
研
究

(北
海
道
大
学
国
文
学
会
)
十
八
号
、
十
九
号

語
文

(日
本
大
学
国
文
学
会
)
十
輯

文
芸
法
政

(法
政
大
学
二
部
文
学
交
学
研
究
会
)
二
十
七

文
学
論
輯

(九
州
大
学
教
養
部
文
学
研
究
会
)
八
号

一
九
六
〇
年
度
国
際
会
議
ー
出
席
報
告
第
一
部
関
係
(日
本
学
術
会
議
事
務
局
)

徳
島
大
学
学
会
紀
要

(人
文
科
学
)

(徳
島
大
学
学
芸
学
部
)
十
巻

東
化
女
化
研
究
室
紀
要

(東
北
大
学
文
学
部
東
北
文
化
研
究
室
)
三
集

青
丘
文
学

(青
丘
大
学
)

島
根
大
学
論
集

(島
根
大
学
)
十
号

和
歌
丈
学
研
究

(国
学
院
大
学
)
十

一
号

入
文
科
学
紀
要
国
交
学
・
漢
文
学
　

(東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科
)
二



十
四
輯

国
文
学
致

(広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
)
二
十
五
号

季
刊
国
語
教
室

(季
刊
国
語
教
室
友
の
会
)
十
六
号

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌

(学
習
院
大
学
国
語
国
交
学
会
)
第
五
号

平
安
朝
文
学
研
究

(早
稲
田
大
学
国
交
学
会
)

平
安
朝
文
学
研
究
会
)
第
六
号

大
東
急
記
念
文
庫
交
化
講
座
シ
リ
ー
ズ
第
五
回

(大
東
急
記
念
文
庫
)
第
七
巻

日
本
学
術
会
議
月
報

(日
本
学
術
会
議
事
務
局
)
四
月
号

金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要

(金
沢
大
学
教
育
学
部
)
第
九
号

国
語
国
文
学
研
究

(青
丘
大
学
国
語
国
文
学
会
)
第
四
輯

神
戸
商
大
論
集

一
号
昔
語
り
問
は
ず
語
り

(淵
江
文
也
)

〃

二

物
語
的
美
質

(
〃

)

三
重
大
学
国
語
国
交
学
研
究
第
三
号
長
恨
歌
琵
琶
行
訓
読
考
異

(矢
野
文
博
)

国
学
院
雑
誌
六
十
ニ
ノ
一
春
雨
物
語

「海
賊
」
の
典
拠

(坂
井
与
)

北
海
道
岩
見
沢
農
高
紀
要

[
、
義
理
の
研
究
序
説
　
範
囲
と
そ
の
方
法
に
つ
い

て

(坂
井
与
)

第

十

四

号

原

稿

締

切

昭
和
三
十
六
年
十
二
月
二
十
日
ま
で

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内

編

集

後

記

今
夏
は
格

別
暑
さ

が
身
に
こ
た
え
た
が
、
乙
れ
は
別

に
齢

の
せ
い
で
も
な
さ

そ
う
だ
。
そ
れ
に
も
め
げ
す
、
お
忙
し

い
中

を
わ
ぎ
わ
ざ
御
執
筆

い
た
だ

い
た

か
た
が
た

の
御
好
意
を
有
難

い
も

の
に
思

う
。

本
誌
編
集
中
、
去
る
十
月
十

四
、
十
五
日
に
は
、
俳
夕
学
会
全
国
大
会

が
太

宰
府
で
盛
況
裡

に
行
わ
れ
、
ま

た
近
く
十

一
月
十

一
。
十
二
両
日
国
語
学
会
秋

期
大
会

が
本
学
で
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
研
突
室
は
そ

の
都
度
、
猫

の
手
も
借
り
た

い
ほ
ど
多
忙
を
極
め
る
が
、
当
地
が
か
く
も

「
学
会
つ

く
」

こ

と
は
、

一
同
張
り
合

い
も
で
て
、
結
構

な
こ
と
だ
と
思
う
。
大
方

の
御
支
援
を

希

う
次
第
。

(
春
日
)



見

出
せ
る
も

の
に
他
な
ら
な

い
。

し
か
し
結
局
作
者

は
そ

の
主
眼
と
し
た

「
と

り
か

へ
」
事
件
そ

の
も

の
で
結
末
づ
け
ず

に
、
後
日
謳
的
後
半
を
添
加

せ
ず

に

は
居

れ
な
い
で
ゐ
る
所

に

「
を

か
し
」

の
世
界

を
基
底
と
し
て
物

語

を

進

め

出
し
乍
ら

「
あ
は
れ
」

の
世
界

に
心
惹
か
れ
ざ
る
を
得

な
か

っ
た
こ
と
が
窺
は

れ
る

の

で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
物
語
が

「
を
か
し
」

の

物
語

と
し
て

の
堤
中
納
言
物
語
的
な
短
篇
的
世
界
を
骨
格
と
す
る
も

の
で
あ
り
乍
ら

短
篇
物
語
と
し
て
は
終

ら
さ
れ
て
ゐ
な
い
と

い
ふ
点
に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。

即
ち
物
語

の
長
さ

に
於

い
て
は
源
氏
物
語
や
狭
衣
物
語

に
は
も
と
よ
り
及

ば
ず

な
が

ら
、
竹
取
、
落
窪
、
浜
松
中
納
言

物
語

に
比

し
て
長
篇
で
あ
る
こ

の

物
語

は
決
し

て
堤
中
納
言

物
語

の
各
篇

に
見
ら
れ
る
が
如

き
短
篇
物
語
と
し
て

終

っ
て
は
ゐ
な

い
。
し
か
も
内
容

に
於

い
て
も
、
主
人
公

の
生
立
ち
よ
り
始

め

て
そ

の
後

日
讃
を
加

へ

「
お
ほ
よ
そ

三
四
十
年
ば
か
り

の
こ
と
」
を

「
み
か
ど

は
三
代

に
わ
た
」

っ
て
記
し

(
岡
本
保
孝

「
取
替
ぼ
や
物
語
考
年
立

」
)

て
ゐ

る

の
で
あ
る
。
従

っ
て
根
底

に
於

い
て
は
、
た
と

へ
堤
中
納
言
物
語
の
世
界

に

通
ず

る
も
の
が

あ
る
と
し
て
も
、

か
ゝ
る
長
篇
性
を
具
備
す
る
以
上
、
そ

の
潤

飴

に
当

っ
て
は
矢
張
り
源
氏
物
語
を
頂
点
と
す
る
長
篇
物
語

の
持

っ
伝

統
的
な

「
あ
は
れ
」

の
世
界

を
脱
却
し
得
な
か

っ
た
も
の
と
い

へ
よ
う
。

戴
に
新
し

い

「
を
か
し

「
の
世
界

を
企
図
し
な
が
ら

徹
し
得

な
か

っ
た

こ
の
物
語

に
於
け
る

「
あ
は
れ
」

の
意
義
が
見
出
さ
れ
て
来
る
と
思

ふ
の
で
あ
る
。

付
記

引
用
文

は

「国
文
大
観
」
所
収

と
り

か

へ
ば
や
物
語

に
拠

っ
た
。

本

稿
は
岡
山

大
学
教
授
森

岡
常
夫
博

士
の
御
懇
切
な
る
御
指
導
を

頂

い
た
。
記

し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

Ｏ
西
日
本
国
語
国
文
学
会
翻
刻
双
書
刊
行
会
よ
リ

す
で

に

「
誹
譜
旅
枕
」

(第

咽
回

)
の
配
本
を
終

え
ま
し

た
が
、
以

下
、

「
原
撰
本
新
撰
万
葉
集

・
歌
合

二
種

」

「
幼

童
抄

・

〔
連
歌
作
法

書
〕

・
和
訓
押
韻
」

「
寛
永
廿

一
年
俳
譜
集
」

「平
安

期

私

家

集
」

「
狐
媚
倭
字
抄

」

「
中
世
和
歌
集

」

「
上
方
洒
落
本
集

」
の
順

に
続
刊

予
定

で
す
。
入
会
御
希
望
の
方
は
、
現
在
若
干

の
余
裕
が
あ
り

ま
す

の

で
、
お
早

め
に
左
記
要
領
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

一
、
刊
行
方
法

二
、
会

費

三
、
入
会
申

込

年

四
回
配
本
。
第

回
回

は
本
年

八
月

一
冊
約
三
五
〇
円
。
刊
行
毎

に
金
額
を
明
記
徴

収
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

左
記
宛
入
会
金
三
五
〇
円
を
添
え
て
申

し
込
ん

で
下
さ

い
。
入
会
金
は
最
終
回
配
本
費
用

に
充

て
ま
す
。

福
岡
市
箱
崎
九
州
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
内

西
日

本
国

語
国
文

学
会

翻

刻

双

書

刊

行

会

(振

替

福

岡

一
五

〇

九

二

番
)




